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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和3年4月30日(2021.4.30)

【公表番号】特表2020-527027(P2020-527027A)
【公表日】令和2年9月3日(2020.9.3)
【年通号数】公開・登録公報2020-036
【出願番号】特願2019-567333(P2019-567333)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/62     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/13     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/63     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/47     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/28     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/17     (2015.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/68     (2017.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/62     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ   15/13     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ   15/63     　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｋ   19/00     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/47     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   16/28     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/17     　　　Ｚ
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/02     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｔ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｕ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｌ
   Ａ６１Ｋ   47/68     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月19日(2021.3.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）配列番号９、配列番号１０、配列番号１１、配列番号１２、配列番号１３、配列番
号１４、配列番号１５、配列番号１６、配列番号１７および配列番号１８から選択される
アミノ酸配列を有するＶＨドメイン；および
　ｂ）配列番号１９、配列番号２０、配列番号２１、配列番号２２、配列番号２３、配列
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番号２４、配列番号２５、配列番号２６、配列番号２７、配列番号２８、配列番号２９、
配列番号３０、配列番号３１、配列番号３２、配列番号３３、配列番号３４から選択され
るアミノ酸配列を有するＶＬドメイン
を含む抗ＴＲＢＣ１抗原結合ドメイン。
【請求項２】
　請求項１に記載の抗ＴＲＢＣ１抗原結合ドメインを含むキメラ抗原受容体（ＣＡＲ）。
【請求項３】
　請求項１に記載の抗ＴＲＢＣ１抗原結合ドメインを含む抗体。
【請求項４】
　請求項１に記載の抗ＴＲＢＣ１抗原結合ドメインを含む二重特異性Ｔ細胞エンゲージャ
ー（ＢｉＴＥ）。
【請求項５】
　請求項１に記載の抗ＴＲＢＣ１抗原結合ドメインを含む抗体－薬物コンジュゲート。
【請求項６】
　請求項２に記載のＣＡＲをコードする核酸配列。
【請求項７】
　請求項６に記載の核酸配列を含むベクター。
【請求項８】
　請求項２に記載のＣＡＲを含む細胞。
【請求項９】
　請求項８に記載の細胞を作製するための方法であって、請求項６に記載の核酸または請
求項７に記載のベクターを細胞に導入するステップを含む方法。
【請求項１０】
　請求項８に記載の複数の細胞、請求項３に記載の抗体、請求項４に記載のＢｉＴＥまた
は請求項５に記載の抗体－薬物コンジュゲートを含む医薬組成物。
【請求項１１】
　対象におけるＴＲＢＣ１発現Ｔ細胞リンパ腫または白血病の処置における使用のための
、請求項１０に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　対象におけるＴＲＢＣ１発現Ｔ細胞リンパ腫または白血病を処置するための、請求項１
０に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　対象におけるＴＲＢＣ１発現Ｔ細胞リンパ腫または白血病の処置のための医薬の製造に
おける、請求項１０に記載の医薬組成物の使用。
【請求項１４】
　前記ＴＲＢＣ１発現Ｔ細胞リンパ腫または白血病が、他に特定されない末梢性Ｔ細胞リ
ンパ腫（ＰＴＣＬ－ＮＯＳ）；血管免疫芽球性Ｔ細胞性リンパ腫（ＡＩＴＬ）、未分化大
細胞型リンパ腫（ＡＬＣＬ）、腸症関連Ｔ細胞リンパ腫（ＥＡＴＬ）、肝脾Ｔ細胞リンパ
腫（ＨＳＴＬ）、節外性ＮＫ／Ｔ細胞リンパ腫鼻型、皮膚Ｔ細胞リンパ腫、原発性皮膚Ａ
ＬＣＬ、Ｔ細胞前リンパ球性白血病およびＴ細胞急性リンパ芽球性白血病から選択される
、請求項１１もしくは１２に記載の使用のための医薬組成物、または請求項１３に記載の
使用。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　ＴＲＢＣ１発現Ｔ細胞リンパ腫または白血病は、他に特定されない末梢性Ｔ細胞リンパ
腫（ＰＴＣＬ－ＮＯＳ）；血管免疫芽球性Ｔ細胞性リンパ腫（ＡＩＴＬ）、未分化大細胞
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型リンパ腫（ＡＬＣＬ）、腸症関連Ｔ細胞リンパ腫（ＥＡＴＬ）、肝脾Ｔ細胞リンパ腫（
ＨＳＴＬ）、節外性ＮＫ／Ｔ細胞リンパ腫、鼻型、皮膚Ｔ細胞リンパ腫、原発性皮膚ＡＬ
ＣＬ、Ｔ細胞前リンパ球性白血病およびＴ細胞急性リンパ芽球性白血病から選択され得る
。
　特定の実施形態では、例えば、以下が提供される：
（項目１）
　ａ）配列番号９、配列番号１０、配列番号１１、配列番号１２、配列番号１３、配列番
号１４、配列番号１５、配列番号１６、配列番号１７および配列番号１８から選択される
アミノ酸配列を有するＶＨドメイン；および
　ｂ）配列番号１９、配列番号２０、配列番号２１、配列番号２２、配列番号２３、配列
番号２４、配列番号２５、配列番号２６、配列番号２７、配列番号２８、配列番号２９、
配列番号３０、配列番号３１、配列番号３２、配列番号３３、配列番号３４から選択され
るアミノ酸配列を有するＶＬドメイン
を含む抗ＴＲＢＣ１抗原結合ドメイン。
（項目２）
　項目１に記載の抗ＴＲＢＣ１抗原結合ドメインを含むキメラ抗原受容体（ＣＡＲ）。
（項目３）
　項目１に記載の抗ＴＲＢＣ１抗原結合ドメインを含む抗体。
（項目４）
　項目１に記載の抗ＴＲＢＣ１抗原結合ドメインを含む二重特異性Ｔ細胞エンゲージャー
（ＢｉＴＥ）。
（項目５）
　項目１に記載の抗ＴＲＢＣ１抗原結合ドメインを含む抗体－薬物コンジュゲート。
（項目６）
　項目２に記載のＣＡＲをコードする核酸配列。
（項目７）
　項目６に記載の核酸配列を含むベクター。
（項目８）
　項目２に記載のＣＡＲを含む細胞。
（項目９）
　項目８に記載の細胞を作製するための方法であって、項目６に記載の核酸または項目７
に記載のベクターを細胞に導入するステップを含む方法。
（項目１０）
　項目８に記載の複数の細胞、項目３に記載の抗体、項目４に記載のＢｉＴＥまたは項目
１５に記載の抗体－薬物コンジュゲートを含む医薬組成物。
（項目１１）
　対象におけるＴＲＢＣ１発現Ｔ細胞リンパ腫または白血病の処置における使用のための
、項目１０に記載の医薬組成物。
（項目１２）
　対象におけるＴＲＢＣ１発現Ｔ細胞リンパ腫または白血病を処置するための方法であっ
て、項目１０に記載の医薬組成物を対象に投与するステップを含む方法。
（項目１３）
　対象におけるＴＲＢＣ１発現Ｔ細胞リンパ腫または白血病の処置のための医薬の製造に
おける、項目１０に記載の医薬組成物の使用。
（項目１４）
　前記ＴＲＢＣ１発現Ｔ細胞リンパ腫または白血病が、他に特定されない末梢性Ｔ細胞リ
ンパ腫（ＰＴＣＬ－ＮＯＳ）；血管免疫芽球性Ｔ細胞性リンパ腫（ＡＩＴＬ）、未分化大
細胞型リンパ腫（ＡＬＣＬ）、腸症関連Ｔ細胞リンパ腫（ＥＡＴＬ）、肝脾Ｔ細胞リンパ
腫（ＨＳＴＬ）、節外性ＮＫ／Ｔ細胞リンパ腫鼻型、皮膚Ｔ細胞リンパ腫、原発性皮膚Ａ
ＬＣＬ、Ｔ細胞前リンパ球性白血病およびＴ細胞急性リンパ芽球性白血病から選択される
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、項目１１に記載の使用のための医薬組成物、項目１２に記載の方法、または項目１３に
記載の使用。
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